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看護対象論概論 4回目 2026年 10月 23日（金） 

担当：飯田 

✿今日の学習目標 

① 壮年期・中年期の身体的・精神的・社会的特徴を理解できる。 

② 壮年期・中年期の健康問題と健康上のニーズを理解できる。 

③ 発達に必要な支援を理解できる。 

④ 事例をもとに壮年期・中年期の対象への支援を考えることができる。 

 

 

1、 壮年期・中年期の身体的・精神的・社会的特徴（対象理解 P、135～ 

壮年期：            歳ごろ 

中年期：            歳ごろ 

① 身体的特徴 

  

 

 

 

 

 

 

 

② 精神的特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 社会的特徴 

 

 

 

 

 

 

 

学生用 

教科書該当ページ 

成人看護学概論 P17～ 

対象理解 P135～ 
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２ 壮年期・中年期の主な健康問題 （対象理解 P140） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 壮年期・中年期の健康上のニーズ（対象理解 P141） 
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事例 

Bさん：48歳・女性 

Bさんは会社員で、夫と大学生の長女、高校生の長男の 4人暮らしである。職場では主任として部下の指

導を任されている。 

最近、顔がほてる、汗をかきやすい、眠りが浅い、疲れやすいと感じるようになった。しかし、「忙しい

から仕方がない」と考え、医療機関には相談していない。 

子どもの進学費用に加え、一人暮らしをしている母親の通院支援も担っている。仕事・家事・育児・親の

支援が重なり、「自分の時間がない」「以前のように仕事ができない」と話している。 

 

ワーク① Bさんの状態を三側面で考えてみよう。 

① 身体的側面（どんな現状があるだろう？） 

 

 

 

 

 

 

 

② 精神的側面（事例から考えられることは何だろう？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 社会的側面（事例から考えられることは何だろう？） 
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ワーク② 

中年期・壮年期の発達課題との関連を考えよう 

Bさんの現状は、エリクソンの発達課題 成人期：生殖性 対 停滞 と照らし合わせるとどのようなこ

とと合致するだろうか？ 

 

★生殖性とは？→次世代を育てたり社会に貢献したりすること 

Bさんの場合は、どのようなことが生殖性になるだろう？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★停滞とは？ 

→疲れや役割負担によって、自分のことだけで精一杯になり、成長や貢献が感じられなくなること 

Bさんの場合は、どのようなことが停滞になるだろう？ 
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ワーク③ 

Bさんの強みは何だろう？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bさんを支えることができる人は誰でしょう？またどんな支援があるでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

強みとは？ 

病気や問題があっても、その人がもともと持っている良

い力や活かせる力のこと。その力は、今までの経験から

培われることもある。 

 


